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　 1993年 7月 12目22時 17分 頃 、 北海道南西沖を震源 として 発生 した M7 ．8の 地震 は死者 201・

行方 不明者 29名 t 負傷者 S21名な ど多大 な被害を もた ら した 。 と りわ け奥尻 島で は地 震直

後に 津波に 襲わ れ 冑苗地 区を 中心 と して約 20a名の 死者 ・行方不 明者 を生 した 。 本報告で

は最 大の 被 害 を発 生 した 奥尻町 の 全世帯 を対象 に 行 っ た ア ン ケー ト調査結果 に 基 づ き 、津

波 な ど に 伴 う家屋 被害 や 人的被害の 分布に つ い て 検討す る 。 さ ら に 、こ れ ら と避難な ど住

民 の 行動 と の 関係 に っ い て も考察 し、津波 に 対す る 適切 な 対応 行動 は如 何 に あ る べ きか を

探 る た め の 知見 を 得 る こ と を 目指 し た 。 そ の 結果 、 得 られ た 結論 は 以下 の よ う で あ る 。

　家 屋 の 震 動被害 は奥尻 島内で 一部 を除 き 、 そ れ ほ ど大 き くは な か っ た 。 こ れ は 奥尻 島内

の 震度分布か ら も裏付け られ る 。 津波 に よ る住家被 書は 標高 4m よ り低 い 地 域で と くに 大

きか っ た 。 こ れは 津波 の 浸水高 （地盤 か らの 津波 の 高 さ）が lm 以上 の 地域 に 相当 し 、 と

く に 浸 水高 が 3m 以 上 の 地域 は 木造 住 家 の 1 階部分 が 全 壊す る ほ ど の 被害 を 被 っ て い る 。

　避難行動 に っ い て は 、 最大 の 被害を生 じた胥苗 5 区で も徒歩で 逃げた 人の 割合は 61．5％

で あ り 、 地 震 直後 （ほ ぼ 5 分以 内） に 避難 を開始 し た か 否か が 重 要で あ り 、 自動車 で 避難

した か ら助 か っ た とか 、逆 に そ れ故 lc危 険で あ っ た とは必 ず し も い え な い 。 今回の 津波で

は 、 乳幼 児 ・高齢 者 の 存 在が 家族の 避 難行動 の 妨 げ に な る よ うな 強い 傾 向 は み られ な か っ

た 。 た だ し、全 体的 に は 相変 わ らず乳 幼児 ・高齢者 の 死亡率 は高 く、弱者保護 を含め た避

難対策を 検討 す る必 要 が あ る 。
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1 ． は じめ に

　 1993年 7月12 日Z2時 17分頃 、 北海道 南西沖

を震源 として発生 した M τ．8の 地震 は死者 201

名 ・行方不明者29名 ・重 軽傷者 321名な ど多

大 な被害 を もた ら した （1993年 11月 25 日現 在 、

北海道南 西沖地震 災害 対策本部発衷） 。 筆者

らは最大の 被災地 で あ る奥 尻島 （町） に お い

て 、 被害 お よ び島 民の 避 難な ど の 実態 を把握 神

す る た め に 地震発生約 1 ヵ 月後に奥尻 町 の 全

世帯 を対象 と した ア ン ケ ー ト調査を実施 した 。

奥尻 町 の 地 震後 の 全世帯数は 1， 604 （199S年 B

月Z3日現 在、奧尻町役場調べ ） で 、 回収は 1。

014 （回収率 63．2％）で あ っ た 。 　本報告は こ

の 調 査結 果 お よ び 他 に 得 られ た 被害統 計資料

な ど に 基づ き 、 被 害等の 実態を整理 した もの

で あ る 。

2 ．奥尻島 の 震度 分布

　地震 直援 に 実施 され た 北海道 全市町村を対　　　図 一 1

象 と した ア ン ケ ー トに よ る震度 調蚕 に よれ ば 、

奥尻 町は震 度 5．5 （気象 庁震度 V1の 下限相当）

で あ る
1 ）

e
一

方 、 今回実施 した全世帯 ア ン ケ

ー ト か ら島 内の 震度分布 を集落 ご と に 求 め た　 転

結 果 を図 一 1 に 示 す。 こ れに よ る と最大震度　 倒

は富里 の 5．9 （気象庁震 度 W の 中程度 ）で あ　 率

り 、 最低 は 勘太浜 の 4．4 （同上 W の 上 限） で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ％

あ る 。 す な わ ち 、 奥 尻島は気象庁震度 階 の W
〜 VIの 広 い 範 囲で 揺れ て い た こ と に な る 。 そ

の 他、震度 が 大 きか っ た の は 青苗地区 の 6 区 ・

7 区 が震度 5．9で あ っ た 。

　図 一 2 は 島内で 観測 さ れ た 墓石転倒 率
臥 3 ，

　　図 一 2

禰 驚 　5．1

　4．4

．6
　5．3

奥尻 島の 集 落別震度分布

　 　 　 気 譲 庁震 皮

●：翠 川 ‘1993）▲ ：山中 ・佐 it　＊ ｛！993｝

墓石転倒 率 と震度 との 関係
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　 を こ こで 求め た震度 との 関係で プ ロ ッ トした

　　もの で あ る 。 図申の 曲線 は墓石 転倒 に関す る　　
1
芻

　　躰 の 平均 瞰 害 ssx で ある
4 ’

・ 曲線 と の 対 鎧
　 応関係 は良 く 、 こ こで 求 めた 震度 と墓石転倒　串 器
．　率 の 関係 は 既存 の 知識 と調和的で ある と言え 、 ％ SO

算定震度の 妥当性 を裏 付 け て い る 。

3 ．鎚物 被 害分布

3 − 1　 震動被害

　図 一 3 は 奥尻島 内 で 発 生 した 、 震動 の み を

00021

気象庁震度

一 ： 新 しい 　 一一一： 古 い

原因 とす る建物全 壊率 と前述 した震度 との 関 図 一 3 震動 に よ る建物全壊率 と震度 の 関係

係で あ る 。 図中 の 曲線 は木造 住家 の 被害 関数 　4so

を 示 して い る （実 線 噺 しい 住家 ・ 鱒 沽
。
£ 1

い 住家）
4
  北海 道の 住 宅 は基 礎 ・工 法 等の Ese・o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 箪 器 ．o
理 由に よ り 、

一
般的に 日本全国の 平均に比 べ

藝跫1
耐 震性で 勝 っ て い るが 、 こ れ に よ る と奥尻の

住家は築後 30年以 上を 経た 古 い も の も多 く、

近 年 の 北海 道 の 木造住 家 ほ ど の 耐震 性 は持ち

合せ て い な い こ とが わ か る 。

　 図 一 4 は 地 区別 の 全 壊率 を 示 した もの で あ

る。 地区 内 の デー
タ数 が 5以 上 の もの の み を

図 示 して あ るが 、 と く に 大 き な全壊率 を示 し

た の は米 岡地区 （42．9％ 、 震度 5．S）で あ る。

前述 した よ うに 、 奥尻 に お け る揺れ は最大で

1駄050

臥0

“

＆3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 火 3e

も 5．9 （気象庁震度VI の 中）程度で あ っ た の 嚢，s

で 、

一部地 域 を除 き震 動 の み に よ る 住家被害 蠶2。

は そ れ ほ ど大 き くな か っ た こ と が分か る。

3 − 2 　 火 災被害

　火災 に 関 す る回答 を 集計 した の が 図 一4 で

あ る 。 奥尻 ・青苗地 区 に っ い て は区単位 で 集

計 して ある 。 同図 に よ れ ば 、 外壁が 焼 け延焼

した と思 わ れ る 地 区 は 富 里 （青苗 1 区 に 隣接 ）

と青 苗 1 〜 7 区 （た だ し 、 5 区 は 除 く）　　
Ian

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 oo：

で あ る 。 そ の 他 、 奥尻 5 区 、 谷地 、 初松 　　 acs

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ねロ

鸞
火

譲躍
で あ る ゜

　 鎹
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lcs

　図 一 6 は津波 に よ る建物基礎 被害 を地 　　
su

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おニ

区別 に集計 した も の で あ る 。 図 に よ れ ば 、 　 tas
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e5

津 波高 さ の 高か っ た 野 名前 、 稲龝 、 初松

前 、 青苗 5 区 の 各地 区で 津波被害が 大 き

い 。 これ ら の地区 は 20〜 60％ の 住 家 が津
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図
一 4 　 地区別住家全壊率
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　　 　図 一 5　 地 区別火災発 生 数
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り

図 一 6　 津波 に よ る建物基礎 被害
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波 に よ り、基礎 ごと流 され て し ま っ て い る 。

た だ し、 球浦地 区は津波高 きは さほ どで は ゼ 雛

か ， た ‘、 もか か わ らず被害は大 きか っ た 。 　 1：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 隷

va

　 っ ぎに 、 津波高 さと地 区別 の 津波被害率 と嘉鵬

の 関係を示 した の 姻
． 7 で あ る 。 瀦 の 関

ff・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漂
係 は大略 相関が 良 い 。 こ れ に よ る と 、 津波高
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 弱

さが 8m を 超 え る とそ の 地区 で は津波被害が

必 ず発生 し て い る の が 分 か る 。

3 − 4　 青苗地 区の 住家 被害 パ ター ン 分布

　図 一 8 は膚苗地 区 の 建 物被害分布 を 示 し た

もの で あ る 。 脅 苗地区は 1 区 か ら 7 区 ま で に

身かれ るが 、 地 区 ごと に 被害形 態に 特 徽が あ

る の が わ か る 。 こ こ で 着 目 した 点は 、 住家が

位置す る地盤 の 標高で あ る 。 地 面か らの 津波

の 高 さ を浸水高 と称す と 、

　津波 高《m》旨海水面か ら の 津波高 さ
一
標高

と表 され る 。 青苗地区の 海水面 か らの 津波高

さ は 5m で あ っ た の で 、浸水高 1m を与え る

標高 4In の 等高 線 を図
一 8 に示 して あ るが 、

こ れ に よ る と 、 こ の 線を 境に 1 区で は 基礎 ご

と流失 した 家屋と そ うで ない もの 、 2 区で は

流失 した 家 屋 とそ うで な い も の
、 3 区 は焼失

した もの とそ うで ない もの 、 4 ・5 区 は流失

した もの とそ うで な い も の とが 明瞭で あ る 。

す な わ ち 、 浸水高 が 1rn を 超 え ると家屋 へ の

破壊 力が際だ っ て 大 きくな る こ とが指 摘で き

る 。 こ の 点 に 関 し て 、 羽 鳥
s 》

は 1983年 日本海

申部 地震 の 際 の 八 森町に おける調査か ら浸水

高 と住家被 害 の 関係 を求 め て い る。
こ れ に よ

れ ば 、津 波に よ る家屋半 壌 は浸水高 1m 以上

で 、 全壊 は 3m 以上 で 出現 し て おり 、 今回の

脅苗 地区 の 結 果 と調和 し て い る 。 な お 、 5 区

の 家屋 は ほ とん どが流失 して い るが 、 5 区 は

全 市 街地 が 浸水高 3m 程 度 で あ っ た と み られ

o

■

■

●

る
e
  こ れ も文献5》の 結果に調和す る 。 4 区

は 市 街地域 の ほ と ん どが 標as　4　m 以上 の とこ

ろ に ある 。 また 、 防潮堤 の 効 果 か らか ほ とん

ど被害を 受 けて い な い 。 6 ・ 7 区は高台に 位

置 し て お り、津波の 襲来 は 受 けなか っ た が 、

揺 れ が大 き くそ れ に よ る 被害 が 顕著で あ る 。

b　　　　 l

図
一 7

●　　 　 o　 　　 ・　 　　 LO　　 に　 ．　 巳．　　 鵠

　 　 nUAe 　 ai 西 t ■I　td

津波高 さ と住家被害率 の 関係

口 ：流失 （基礎ご と）

口 ；流失 （魁礎残る＞

O ：震動に よる全 ・半壌

× ：全 ・半焼

図一 8　 胥苗地区の 住家被書分布

一16一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstrtute 　 of 　 Soolal 　 Safety 　 Solenoe

4 ．人的被 害

　北 海道 南 西沖 地震に よ る人的被害は 、 北海

道檜 山 支庁 で 多 く発生 して い る が 、 と りわ け

奥尻 島 （町 ）で は 死者 ・行方不 明者 197名を

生 じる大 惨事 とな っ た 。 奥尻 町に お け る死者

の 発 生原 因 と して は 、 奥 尻地区 の ホ テ ル 洋 々

荘裏 山 の 崩壊 に よ り24名 （そ の うち 、22名は

奥尻 町外 か ら の 宿 泊者） が 死亡 した他 は ほ と

ん どが 津 波 に よ る もの で あ る 。 洋 々 荘 に は地 　　60

震当 H36 名 が宿 泊 し て い た （奥尻町役場調 べ

）。 こ の 他 、町 外者 の 死 者 と して は 、 男性 1　　 50

名が 胄苗 2 区で 発見さ れ て い る の み で あ る 。

洋 々 荘以外 の 宿 泊施設 に どの 程度の 旅行者が 　（40

宿泊 して い たか は 不明で あるが 、 多 くの 町民　§

が犠牲に な っ た 津波に よ る死者 の 中で 、 上紀　巴　30

の よ うに 町外者 が 1 名 に とどま ？ た の は旅館 、
墨

民宿等 の 軽 営者 に よ る迅 速な避 難誘 導 、 指示 　
）H

　20

が 効 を奏 した もの と考 え られ る 。

　 ま た 、 青 苗地 区 で は津 波襲 来後 に 出火 し大　　 10

規模 な延 焼火災 とな っ た が 、津 披か らの 避難

後で あ っ た た め か 、 焼死者が 2 名 に 押 さえ ら　 　 O

れ た 。 表一 1 に 1993年 8月 4日現 在の 北海道警

察本部 資料 に 基 づ く死 亡者 の 原 因、年齢、性

別内 訳を 示 す 。 同表 に よれば 、 こ の 時点で の

身元 判明者 190名 の 内 の S6．3％ が津 波に よ る

死亡 で あ る 。 全体的に は高齢者 が多 く 、 男性

に 比 べ て 女性 に犠牲者が多 い と い う こ れ ま で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10
の 他 の 自然 災害 と同様 の 傾向

T ）
を示 して い る 。

　 っ ぎ に 、 奥尻 町 に お け る地区 ご と の 津波の

遡 上 高 と死者 ・行方不 明 者率 と の 間 に は 図 一

表 一 1　 死者 の 原因内訳 （北海道）
卩1

シ

，
o〜
陶9 424 ‘
〜
9軸2 3
軸33 666
噂

50噌59 6 51 ，
60〜59 ‘ z3955o
旬

，

ム 3

｛tg93．s。　lec往｝

Y 徊一1L86 ＋ 2，5TX 卩r ＝D．94

瞭
『

隠鬱

舳 5
詈

　 　 　 ・ 野 呂前
■

●
　　　　　．

●

挫江2 区
〔切題鋤

區 内

　 ●

， の よ うな 関 係が あ 。 ． 図、、 よ れ ば
、 被災率 §

と津波高 さ と の 間‘・ は極 め て 高 い 正 の 相 関が 毯
見 られ 、 津波高 さ が 5m を超え る と著 しく犠

限 S

牲者 が増 え る こ とが わ か る 。

　
一方 、 奥尻 町民 の 死 者 ・行方不明者率 を年

齢階 層 、 性 別 に 整 理 して 示 した も の が 図一10

で あ る 。 こ の 図の 資料 で は町外者 を除 い て い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
る た め 、 ほ と ん ど が 津波 に よ る 犠牲者 で あ る 。

同図 に よ れ ば 、 男 女 と も60歳を 超え た 高齢者

で被 災率 が 高 く、乳幼児 に お い て もや や 高 い

0 5 10 i5 20
　 　 　 　 x ：津波遡上 高 （m ）

　 図 一 9　 津波遡上高 と死亡率

　　　　　 の 関係 （奥尻 町）

o 　 50
年齢 （歳）

100

図
一10 年齢 ・性 別死亡率 （奥 尻町 民 〉
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傾向が 見 られ る 。 こ の よ うな傾向 は 、 前述 した よ う に他 の 自然 災害 と共通 して い るが 、 19

46年南海地震に よ る津波被災地で 筆者 らが追跡調 査 した結 果
B ，

と若干異 なる点 が み られ る 。

南海 地震津 波で は乳幼児 、 高齢者に加 え て 20歳代、30歳代 の 女性 、 と く に母親が乳幼児 、

高齢者 を連 れ て 避難す る 際 に 犠牲に な るケー

ス が 目立 っ た 。 こ れ に 対 して 、 今回の 地震 で 　　 野名前

は 20歳代の 女性 の 被災率 は
一番低 い 。 ちなみ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 稲穂
に、奥尻 町 に お け る年齢階層別の 人口 構成 を

全国の そ れ と贓 す る と ・ 奥尻 町で は 錮 に

　 劭太VF
比 べ て 50歳以上 の 構成比が 高 く 、 全体的 にや
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

や 高齢 化が 進ん で い る傾向 に あ る こ と と、20　　 球浦　
歳 代 の 構成比 が 著 し く低い こ とが 特徴 的で あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奥尻9区
る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 した が っ て 、 奥尻町 の 人口 構成 の 特性が 図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 松 江2区
一10の 結果に影響を及ぼ した こ とが 考え られ

る 。 しか しなが ら 、 後述す る住民 の 行動に 関　　　 ntsu

す る謌査結果に よ れ ば 、 奥尻 町 で は避 難の 際

に 女 性は単 独で 逃 げ 、 男性が 家族 を連 れ て 逃　　
SU苗 1Pt

げて い る 様子が うかがえ る。 こ の こ とが 、 女　　青齪 区

性の と く に 母親層 の 死亡 率 を低下 さ せ る 一因

に な っ た の か も しれな い 。 　 　 　　 　　 　　 　　 青笛3区

　 つ ぎに 、 奥尻町 で 死者 ・行方不明者 を生 じ

た地 区を対象 に性別 の 死亡 率を 示す と 図
一11　 響描 嫗

の よ う に な る 。 図 ICよ れ ば 、 奥尻町で と くに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 青苗5区
死亡 率 の 高か っ た の は藻 内 、 青苗 5 区、松江

2 区 （初 松前） で あ り 、 そ れ ら に次 い で 稲 穗 、 　　 es内

青苗 2 区 、 青苗 1 区 、 野名前 で ある こ とが わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．o
か る 。 こ の 内 、 胄苗 5 区 に お け る女性 の 死亡

率が 男性 に 比 べ て 極め て 高 い こ とが注 目 され

る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 一11

5 ．揺れ の 最中 ・直後 の 行 動

　 図 一12は地震 に よ る 揺 れ の 最 中に と っ た 行

動 を多重 回答 に よ り答 え て も ら っ k 結 果で あ

る 。 こ の 質問 に 対 す る有 効回答 は S4S件で 、

行動の 総数 が 1，433件で あ る こ と か ら 、

一人

あた り平均 して 1 〜 2 っ の 行動 を と っ た こ と

に な り 、 こ こ に い う 「揺れ 」 に もあ る程度 の

幅が あ る と 思わ れ る 。 図
一12の 「じ っ と して

い た 」 と 「動け な か っ た 」 を 合わ せ る と男性
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匹a

の 265人 （45．0％ ） 、 女性 で は 11S人 （45．T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 一IZ ．％ ） の 人 々 が 、 少な く と も 「揺れ 」 の 初期 の

20，0　 　 　 40．0

　 死亡率（s）

60．o

地区 ご との 性別死亡率 （奥尻町）

　・・e ・・ 鴫 E 蟹為
B

　 島 ゆ ・鳥 　　　　 き霊8
，
’
プル

讐
下に入’

　鵠
　 　 　 　 　 　 　 臥 7
那 助 k 壱餉 隠　　　　 lsg

　 tHt − tk 圏 優
‘

” n 燗 ・た 　　　 i”i巳

：：：鋸塾』ts，％i 圈
　 　 50．O　　　　　　　　 toO．　O
　 　 割叙 覧）

「揺れ」 の 間の 行動
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段階 で は動 ける状 態 に は なか っ た と い え る 。

上記 以外 の 積 極的 な行 動 に っ い て は 、 女性に

比 べ て 男性 の 方が や や 比 率が高 い こ とがわか

る 。

　こ れ に 対 して 、 図 一13は揺れ が収ま っ た 直

後 （10分程 度） の 行動 で ある 。 こ こ で は有効

回答 846件 に対 して 、 と っ た 行動が 1，6BZ件

で あ り
一人 あ た り の 行動 は ほ ぼ 2 っ に な る 。

結果 に よ れ ば 、 男 性 3B3入 （65．O％） 、女性

17Z人 （66．9％ ）が 避 難 し て い る 。 また 、 避

　 　 　 遭鐘した

● o 歴于を見に締 り た

　 　 　 郎嘱出 島

　 o嘘 〜 陶， ， た

しぼ ら《瓧1，¢ ゆ噂 匙

k 購島風 o糞■幽の彪

7 レ 唸「・， ジ 穿 壱引 ，鳶

　 　 罵勵畳例 ，龕

　 ケ ∬ o 甼5

窮農へ臼，▼た

　 モ o 膾

難 しな い ま で も家 の 外 へ 出た 人 は 、 男性で は 図 一13

302人 （51．　S％） 、 女 性は 132人 （5L4 ％）

で あ っ た 。 こ こ で 注 目す べ きは 、 男 性の lel

人 （17．1％ ） 、 女性の 11人 （ 4．3％ ） の 人が

「海 の 様 子 を見 に 行 っ た 」 と答 え て い る点で

TO

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5e

あ る 。 同様の行 動 は 、 文 献 8）の 1946年 南海地 馨　、e

震 に よ る津波被災 地 に お け る 調 査結 果 で も得 観 o

られ て お り 、 普段か ら海 に深 い 関心 を持 っ て 　 pa

生活 して い る 人 々 の 行動 と考 え られ る 。 また 、 　 ，。

漁業従事者が 港の 持ち 船や 漁具 の点 検 に行 っ 　　。

た ケ ー ス も あ ろ う 。 しか しな が ら 、 亡 くな っ

た 人の 中に 避難遅 れ で は な く、こ の よ うな行

動に よ り被災 した 事例が 含ま れる こ と も推測

さ れ 、 今後 の 防災対策立 案に お い て 留意す べ 　 w

き事柄 と思 わ れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5e

6 ． 避難行 動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‘0

6 − 1　加 齢 の 影響　　　　　　　　　　暮

O．0　　　 　　　　　 50．e　　 　　　　　 IDO．　e
　 　 　 　 　 　 割 合（s）

「揺れ 」の 収 ま っ た 直後の 行動

20・29躍 　　　30・”越 　　 ‘9’19醜　　 50・59躍　　 60駅日上
　 　 　 　 　 年随

図一14　避難手段と年齢 の 関係

　ア ン ケ ー ト回 答者 の 年 齢 と避難手段 との 関 R　
SC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

係 を 示 し た も の が 図一14で あ る 。 運転免許保　
tO

有率の 違 い もあ ろ うが 、 自動車 で 逃 げ た 人の 　 IV

比 率 は加齢 に した が っ て 減少 して い る傾向が 　 。

明 らか で あ る 。 ま た 、避 難途 申で の 危険と年　　　　
N ’ltM

　
蹴 獣

賜

姻 臓

　
se’sm

　
scem上

齢 の 関 係に よ れば 、 50歳 以上 に お い て 流 され 　図 一15 他 者 へ の 働 きか け と年齢 の 閲 係

そ う に な っ た 人 の 割合が や や 高 くな っ て お り、

後述す る避 難速 度 と も関連 し 、 加

齢 に 伴 う体 力の 低下 な ど が 避 難の

成否 に 関わ っ て くる こ とを示唆 し

て い る 。 図 一15 は避 難 の 際 の 声懸

け な ど他者 へ の 働 きか け に 関す る

行動 の 割合 を み た もの で ある が 、

表 一 2　 年齢階層 ・浸水 状況別避難速度

霞ホ状況 20、2暾 30吻3｝戳 40嚇‘9歳 5卜 59儀 60賦 〜

オ《は 来て い な か った 52』
震85

8巴．2
レ P

5L5

匹・334D
．，

覧籃339
ξ．9

鬟摩49

足目くらい 塞で
一
嚴冒o

99．3
罵8 】

17．ol
●唖

22，‘
邯蝿

27．o
囲畧z

注，N はサ ン プル 敗、遮度の 単位は口 ／5｝
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実際 に 手助 けす る ほ ど の 余裕 は 高齢 に な る に っ れ て 減少 して い る 。

　人的被害 の 項で 述 べ た よ うに 、 こ の 地震 に よ る犠牲者 に お い て 、 6D歳以上 の 高齢者 の 占

め る比率 が 高 い
。 高齢者 が被害を受け や す い の は 、 身体諸 機能の 低下 が 関係 す る と思 わ れ

る が と く に 今回の よ うな 津波来襲か らの 避 難に お い て は 、脚力の 衰 え の 影響 が 大き い 。 ア

ン ケ ー ト調査 で は 、 前述 した 避難手 段の 他 、 避難に 要 した時聞お よび避 難経路 も問う て い

る 。 した が っ て 、 避難軽路か ら距 離を計測 し 、 所要 時間で 除せ ば 、 お お よそ の 避難速度が

得 られ る 。 そ こ で 、 試 み に 徒歩で 避難 した 人に っ い て 、 年 齢階層 別 に 平均避難速度を算出

し 、 そ の 結果を 表 一 2 に 示す 。 こ こ で は 、避

難 開始時 の 浸水状況 の うち 、 比 較的デ ータ の

鬢1：；≒」

「

枩腎鞦 鱗 黶 墓1　
て い る 。 結 果に よ れ ば 、 い ずれ の ケ ー ス に お

い て も加齢 に つ れ て 避難速度 が 低下す る こ と

が 明 らか で ある 。

6 − 2　 青苗地 区 にお け る住民 の 避難行動

奥尻 町で 最大 の 賠 を被 ・ 嫡 苗地 区 ‘こ お

け る避 難行動 に つ い て 検討す る 。 図
一16〜図

18は 、 ア ン ケ ー h回答者 の避 難経路 を 地震後　 図一16 避難経路 （地震後 5 分以内）

の 時間経過 別に 軌跡 と して 示 した もの で あ る。

図 一16に よ れ ば 、 青苗地 区南端の 5 区の 住民

で も地震後 5 分以内 te避難 を開 始 して い れ ば 、

徒 歩 、 庫 の い ずれ の 手段 に よ っ て も安全 に 高

台 へ 避難 で きた こ とがわ か る 。 と こ ろが 、 図

一17 に示す よ うに 地震後 5 〜 9 分 の 間 に 避 難

を 開始 した 人 は 1 〜 4 区 と高 台 に位置す る 6 、

7 区に限 られ 、 5 区住民 の生死 は地震後 5 分

以 内に避 難 した か否 か に 関わ う て い た とい え

る 。 さ ら IC　． 図
一18 に よ れ ば 、 地 震後 10分以

降 に 避難 した人 は低地部 で は 1 、 3 区 の 3 件

だ け で あ る 。

　胄 苗地 区 に お け る避難行動 を概観 す ると 、

全 体 的に は高台 の と くに 役場支 所を 目指 し た

人が 多か っ たが 、 6 、 7 区住民 の 車で 逃げた

人 は 奥尻 空港近 くの 空 き地 に 避 難 し た 人が 多

い 。 6 、 7 区の 人の 行動 は比較 的遅 く始 ま っ

た比 率が 高い 。 こ れ は 、 同地区 の 人々 は 低地

で 発 生 し た 火災か らの 避難 を主 要な 目的 と し

た こ とや 地 震後 10分程を経過 した 時点 で はす

で に 役場 支所付近 が避難 した入 々 で 混雑 し て

い た こ と に もよ る と思 わ れ る 。 ただ し 、 高 台

図 一11　避難経路 （地震後 5 〜 9 分〉

図一18 避難経路 （地震後 10分以上）

一20一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstrtute 　 of 　 Soolal 　 Safety 　 Solenoe

の 住民 の 中 に も津波に 対す る恐怖心 は 大 きく 、 よ り高い 場 所を 求 め て 空港付近 へ 避難 した

人 も い た 。

　脅苗 地 区 は 1983年 の 日本海 中部地震 で も津波 に よ る被害 を被 っ て い る 。 ア ン ケー ト調査

結果 に よ れ ば 、 10年前 に 津波被 害を受 けた 人 の 81．8％ が 今回の 地震 直後 （5 分以内） に避

難 し て い る 。
一方、津波被害の 経験が なか っ た 人 もそ の 71．9％ が 同様 に 直後 に 避難 し て お

り 、 全 体的 に 津波 に対す る危 険意識 は高か っ た とみ る こ とがで きる 。 な お 、 回答者 の S6．0

％ の 人が 経験が役 に立 っ た と し て い る が 、 　3．2％ の 人 は今回の 津波は あ ま り に も早 く来襲

した の で 経 験 が役立 た な か う た と回答 して い る 。

7 ． お わ りに

　奥尻 町の 全世帯 を 対象 に被害 ・行動等に関す る ア ン ケ ー ト調 査 を実施 した 。 そ の 結 果得

られ た結 論 は以下 の よ う で あ る 。 家屋 の 震動被害 は 奥尻 島内で
一部 を除き 、 そ れほ ど大 き

くは な か っ た 。 こ れ は 奥 尻島内の 震度分布か らも裏付け られ る 。 津波に よ る住 家被害 は標

高 4m よ り低い 地域で と く に 大 きか っ た 。 これ は 津波の 浸水高 （地盤か らの 津 波の 高 さ）

が 1 皿 以 上 の 地域 に 相 当 し、と く に 浸水高 が 3m 以上 の 地 域 は木造住家 の 1 階 部分 が 全壊

す る ほ ど の 被害を 被 っ て い る 。

　避難行動 に つ い て い え ば 、 最大 の 被 害を生 じた 冑苗 5 区で も徒歩 で 逃 げ た 人 の 割合 は 61．

5％ で あ り 、 地震直後 （ほ ぼ 5分 以内） に 避難を開始 した か否 か が重 要で あ り 、 自動車 で

避難 した か ら助 か っ た とか 、 逆 に そ れ 故に 危険で あ う た と は必ず し も い え な い
。 今回 の 津

波で は 、 乳 幼児 ・ 高齢 者 の 存在が家族の 避難行動の 妨げ に なる よ うな強い 傾向は み られ な

か っ た 。 ただ し 、 全体的に は相変わ らず乳幼児 ・高齢者の 死亡率は高 く、 弱者保護を 含め

た避難対策 を検討す る必要が あ る 。
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